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１はじめに 
我が国に、「国際化」が強調されてすでに

30 有余年が過ぎた。この間、日本の「国際

化」は政治・経済・文化という側面の知識

を世界から輸入することが重視されてきた

（「輸入型国際化」）。そのため多くの教育機

関は、このような内容を柱とした教育を進

めてきたのである。近年、アジア諸国の留

学生(図１、２参照)が格段に増加している

現状を鑑み、従来のような教育を施すだけ

でよいか否かが問われ始めている。日本の

知識を教育する、いわゆる世界に日本の知

識を輸出する「輸出型国際化」尊重の教育

も今後取り入れる必要がある。知識の輸出

入バランスがとれた教育は留学生に必要不

可欠である。国際ビジネス系学部・学科で

は諸外国の知識だけでなく、日本の特徴あ

る商業に関する知識を留学生（含む日本人

学生）に修得させることが望ましい。 
図３から、社会科学への留学生数が際だっ

ていることが判明する。経済のグローバル

化に伴い我が国の企業がアジア地域にも海

外進出している証となることが伺いしれる。

（図４、５参照）日本への留学は国費より

もむしろ私費留学が圧倒的に多い (図３参

は日本で修得した知識をビジネスの世界で

照)。これらの図から留学生数の推移と日本

の海外進出企業数推移を比較すると、将来

生かしたいという留学生の思いが伝わって

くる。 

 
２「国際」を冠する学部・学科の特徴 
 「国際」を関する学部・学科はその趣旨

から外国の知識を取り入れることで日本の

国際化を進める｢国際化｣である。「国際」と

いう用語は幅広い印象を与える。「国際化」

は取り扱う範囲が世界的規模に広がるとい

う印象がある。それがために、「国際」を冠

する学部・学科で学ぶと、卒業後世界各地

で活躍できる人材になるものと理解されて

いる。 
世界の国々の文化、社会を学ぶことで幅広

い知識を身に付けることもできると解釈さ

れる。語種のうち英語は世界に通用する言

語でそれをうまく操れるようになると理解

されている。当該学部・学科を卒業すると、

学生は世界の国々の政治・経済・文化の知

識を身に付け、世界を理解する能力と世界

の人々とコミュニケーションがとれる能力

を身に付けることとなる。日本は輸出依存 

の強い国の一つであるといえる。そのため

世界の情勢や世界の国々を知ることは重要
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図１留学生数の推移 

 
 図２H20 年 5 月現在の留学生数 

 
図３系統別留学生数出所 

 (http://www.stat.go.jp/data/nihon/g5122.htm） 
である。しかしながら、その重要性は日本で

は認識されているが外国人留学生に対しては

たして認識されているだろうか。日本という

国を留学生に理解してもらうことそして学ん

だ日本の政治・経済・文化を卒業後母国で大

いに役立ててもらえることが「輸出型国際化」

である。しかしながら、その重要性は日本で

は認識されているが外国人留学生に対しては

たして認識されているだろうか。留学生の多 

 
 
 
 
 
 
 
図４設立年別海外現地法人数（アジア）注 1 

 
 
 
 
 
 
 
 
図５海外進出企業数 注２ 
くは卒業する単位を取得することに熱心であ

り、積極的に地域の歴史や文化および社会に

ついてふれる機会は極めて少ないものと推察

する(図参照)。留学生の多くは私費留学生であ

り、彼らの多くは何らかの形でアルバイトを

し、生計の一部にその収入を充てているのが

現状であろう。 
 また、留学先の都道府県では、東京都、神

奈川県、千葉県、大阪府、京都府が全国の中

でも圧倒して多い地域である。（図参照） 
このような学部・学科の特徴として学生が日

本の知識と世界の知識をバランスよく学んで

いるとは言えない点を挙げることができる。 
 

３国際ビジネス系学部・学科の現状 
 「国際」を関する学部では英語教育に重点

をおいているところが多い。また、当該学部・

学科では世界で活躍できるビジネスリーダー

の育成に力を入れている。「英語」と「ビジネ

ス専門分野」を強みに教育したいと考えると

ころも多く見受けられる。そのため科目は既

存の商学部や経済学部および経営学部に設置
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されている科目に相似したものが多く設置さ

れている。しかし限られた年限で英語の強化

と専門分野の同時履修は学生への負担が高く

なり、専門分野の学習もますます負担が高く

なってくる。そのため商業教育を専門とする

学部・学科の専門分野、科目数、単位数を圧

縮した教育内容となっているのが現状である。 
 
４カリキュラムの一試案 

 従来の学部・学科構成から眺めるとビジ

ネス教育の重要性は認識しつつも日本独自の

商業教育は十分なされていない。そこで「国

際」と冠するビジネス系学部・学科ではビジ

ネス教育のコアとなる「商業」に関する科目

を設置し、留学生にも日本の｢商業｣について

もっと深く学んでもらい、大いに母国の現場

でそして世界のビジネス局面で役立ててもら

うことを狙いとしている。 
 

配当 
学年 

科目名（案） 使用言語 

1 年 
商業発展史 

（地域の商業） 
Bilingual 
(日本語･英語) 

2 年 
江戸時代の商人 
（読み書き算盤） 

Bilingual 
(日本語･英語) 

3 年 
商業のグローバル化と 

サービス 
Bilingual 
(日本語･英語) 

4 年 
世界の商人比較 

(｢商い｣に国境なし) 
Bilingual 
(日本語･英語) 

(表１ 履修科目の配当学年) 
表１は大学 4 年間で履修する商業教育科目

の枠組みの一部を示した案である。 
「国際」を冠する学部ではやはり日本語と

英語による Bilingual な講義を前提にしてい

る。 
第１学年では日本の商業発展史を理解して

もらい、日本における商業発展の経緯を学習

する。同時にそれぞれの地域における商業の

あり方や商業との関わりも学ぶ。さらに、商

業の発展要因や商業の成立要因を個人個人が

考えてもらう機会を与える。またその時代の

人々の暮らしぶりを通して留学生に理解して

もらい、当時の日本人の特徴や地域の商業文

化を掴んでもらう。地域のビジネスを詳細に

眺めると、そこには日本独自のサービスや社

会貢献を見ることができる。例えば、就業開

始前に、若手社員が社屋周辺の清掃をしてい

る光景はよく見受けられる。また、ショッピ

ングモールのような大型ショッピングセンタ

ーでも、管理職の社員が建物周辺の道路側溝

の清掃、植え込み部分の空き缶回収などを行

っていることもよくあることである。 
日本の企業の多くは、社内清掃を清掃派遣会

社に依頼するだけでなく、社員自らの手で清

掃し、会社周辺の美化に協力する姿勢を示す

ことはよく見かける光景である。米国では、

清掃はあくまでもビルの管理者（いわゆる

｢Janitor」）が行うものとされている。したが

って、清掃を正社員や管理部門の社員が就業

開始前に行うことは全くないと言っても決し

て過言ではない。社員による清掃作業は日本

独特な会社行為として存在することを留学生

の体験を通して理解してもらうことが重要で

ある。 
 第 2 学年では我が国で商業がめざまし

い発展を遂げた時代を学習してもらい、

「商い」の概念と日本人の「商い」に対す

る考え方を理解してもらう。江戸時代は日

本の庶民文化が発達したことは周知の事

実である。そのため文化を軸に多くの「商

い」が生まれ、経済も大きく発展してきた

経緯を辿ることで日本市場経済の原型

（Prototype）を学ぶことになる。またこ

の時代の商人の生き方として商売の記

録・計算（大福帳・量り売り）や計算ツー

ル(算盤・桝など)の特徴を学ぶことも重要

である。特に算盤は当時の業務になくては
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ならない貴重なツールとして「商い」に位

置づけられていたものである。この計算機

の構造を理解することは貴重な経験とな

る。また実際にこの計算機を留学生に使用

してもらうことも重要な教育的配慮とな

る。現在でもこの計算機は日本では最も有

効な計算ツールとして多くの人達に指示

を受けている。 
第 3 学年では我が国のグローバル化と

日本のサービスについて理解してもらい、

日本の｢商い｣をする側の生き方や顧客の

側にたった｢商い｣の考え方を学ぶ。商業は

時代の変遷とともに変化し、常に顧客と良

い関係を構築することに邁進してきた。そ

のため商業は時代の｢今｣を分析しつつタ

イムリーな顧客への対応を展開している。

すなわち｢商い｣をする側とされる側の論

理を理解してもらう。 
第 4 学年では我が国の「商人」と世界の

｢商い｣に長けた人達の比較研究を通して、

世界に通用する日本の｢商い｣の長所と短

所を学ぶ。 
｢商い｣は確かに一地域から始まるが、それ

が様様な地域に受け入れられてきており、

今日では世界にまで発展してきた。これは

地域や国そして国民性を乗り越えて｢商

い｣は進展していく証として受け止め、国

境なき｢商い｣のあり方を考えてもらう。 
 いままで、欧州や米国からの｢輸入型国際

化｣教育を見直し、日本独自の｢輸出型国際

化｣教育を展開し日本の｢商い｣という学問

を多くの留学生にそして次代を背負う日本

の学生に学んでもらうことが望ましい。 
 
５おわりに 
 ｢ビジネス教育｣は古くて新しい教育であ

る。常に時代の波に乗っていく性質の教育

でもある。グローバル化のもとに｢国際化｣

の影響を受けてきた日本のビジネス教育は

新たな局面を迎えている。同時に日本の企

業文化やビジネスのあり方について多くの

留学生が学ぶことは世界における日本のあ

り方や役割を理解してもらう機会になると

考える。今後留学生を受け入れる大学では、

単に日本の学術・芸術を学ぶ機会を設ける

だけでなく、留学生が期待している日本に

おける大学教育の枠組みを再構築し、その

教育内容は｢輸入型国際化｣教育から大きく

方向転換し、教育面での日本が世界に果た

す役割を演じるために「輸出型国際化」教

育を進めることが肝要である。すでに時代

は「変わった」のである。世界の中の日本

型｢ビジネス｣を留学生に学んでもらい、そ

れを学んだ留学生が自国や世界で活躍する

原動力の一翼を担い、日本のあるべき姿を

自国にまた世界に発信する人
・

財
・

※注 （注１・２） 

となること

を期待したい。 

http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/gennti
hou/sanko/pdf/h2c3e1ni.pdf#search=' 海外

進出企業数' 平成 21 年 10 月 17 日現在 
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